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1 幼保小の架け橋

プログラムについて















２ 「幼児期の終わ

りまでに育ってほし

い１０の姿」につい

てについて

日々子どもと過ごす中で、「これ！」
という姿を見つけて、その姿から語
ることが、実践者の語りだろう。

姿を語ることができるのは、保育が
見えているときだろう。

「１０の姿」に着目する、重要な意味
がそこにある。





幼児期の発達の段階を踏まえれば、幼児期の教育において、学年ごと

に到達すべき目標を一律に設定することは適切とはいえないが、各幼

稚園、保育所、認定こども園においては、幼児の発達や学びの個人差

に留意しつつ、幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の姿を具体的

にイメージして、日々の教育を行っていく必要がある。

保育現場に求められていること

各小学校においては、各幼稚園、保育所、認定こども園と情報を共有

し、幼児期の終わりの姿を理解した上で、幼小接続の具体の取組を進

めていくことが求められる。
文部科学省HPより



各小学校においては、各幼稚園、保育所、認定こども園と情報を
共有し、幼児期の終わりの姿を理解した上で、幼小接続の具体の
取組を進めていくことが求められる。

各幼稚園、保育所、認定こども園においては、以下の例を参考に
しながら、幼児の発達等の状況を踏まえて、幼児期の終わりまで
に育ってほしい幼児の具体的な姿をイメージしつつ、豊かな教育
活動が展開されるよう工夫してほしい。

文部科学省HPより



★ 考えたことを
自分の言葉で話す時間

• 言葉を通して先生や友達と心
を通わせる。

• 絵本や物語などに親しみなが
ら、豊かな言葉や表現を身に
付けるとともに、言葉による表
現を楽しむようになる。

１



★ こうしたらこうなった！
を見つける生活

• 身近な事象に好奇心や探究心を
持って思いを巡らしながら積極的に
関わる。

• 物の性質や仕組み等に気付いたり、
予想したり、工夫したりするなどして
多様な関わりを楽しむようになるとと
もに、友達と考えを思い合わせるな
どして、新しい考えを生み出す喜びを
感じながら、よりよいものにするよう
になる。

２



書きたい私・書きたい思い

遊びや生活の中で、数量などに
親しむ経験を重ねたり、標識や文
字の役割に気付いたりし、必要感
に応じてこれらを活用するように
なる。

３



ドッジボールをめぐる
やり取り

• 協同性
友達との関わりを通じて、互いの思いや考えなどを共有し、実現に
向けて、工夫したり、協力したりする充実感を味わいながらやり遂
げるようになる。

• 道徳性・規範意識の芽生え
よいことや悪いことが分かり、相手の立場に立って行動するように
なり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、決ま
りの大切さが分かり守るようになる。

４



〇夢中になって遊ぶ

〇本気と本気がぶつかる

〇うれしいことと、いやなことの両方

を体験する

〇どうしようか、と考え合うゆっくりと

した時間がある

〇誰もが大切にされていると感じら

れる

自分も大事
仲間も大事
両方大切にする
子どもになる



３ 新しい時代と

社会に開かれた

教育課程

将来の変化を予測することが困難な
時代を前に、子供たちには、現在と
未来に向けて、自らの人生をどのよ
うに拓いていくことが求められている
のか。

また、自らの生涯を生き抜く力を
培っていくことが問われる中、新しい
時代を生きる子供たちに、学校教育
は何を準備しなければならないのか。



※1

2030年には、少子高齢化が更に進行し、65歳以上の割合は総人口の3割に達する一方、生産年齢人口

は総人口の約58％にまで減少すると見込まれている。同年には、世界のGDPに占める日本の割合は、

現在の5.8％から3.4％にまで低下するとの予測もあり、日本の国際的な存在感の低下も懸念されている

グローバル化や情報化が進展する社会の中では、多様な主体が速いスピードで相互に影響し合い、一

つの出来事が広範囲かつ複雑に伝播し、先を見通すことがますます難しくなってきている。

子供たちが将来就くことになる職業の在り方についても、技術革新等の影響により大きく変化することに

なると予測されている。子供たちの65％は将来、今は存在していない職業に就くとの予測や、今後10年

～20年程度で、半数近くの仕事が自動化される可能性が高いなどの予測がある。

2045年には人工知能が人類を越える「シンギュラリティ」に到達するという指摘もある。このような中で、

グローバル化、情報化、技術革新等といった変化は、どのようなキャリアを選択するかにかかわらず、全

ての子供たちの生き方に影響するものであるという認識に立った検討が必要である。



新たな学校文化の形成
•我が国の近代学校制度は、明治期に公布された学制に始まり、およそ
70年を経て、昭和22年には現代学校制度の根幹を定める学校教育法
が制定された。

•今また、それから更に70年が経とうとしている。この140年間、我が国の
教育は大きな成果を上げ、蓄積を積み上げてきた。この節目の時期に、
これまでの蓄積を踏まえ評価しつつ、新しい時代にふさわしい学校の
在り方を求め、新たな学校文化を形成していく必要がある。

•予測できない未来に対応するためには、社会の変化に受け身で対処す
るのではなく、主体的に向き合って関わり合い、その過程を通して、一
人一人が自らの可能性を最大限に発揮し、よりよい社会と幸福な人生
を自ら創り出していくことが重要である。



そのためには、教育を通じて、解き方があらかじめ定まった問題を効率的に解け

る力を育むだけでは不十分である。

これからの子供たちには、社会の加速度的な変化の中でも、社会的・職業的に自

立した人間として、伝統や文化に立脚し、高い志と意欲を持って、蓄積された知識

を礎としながら、膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを立て

てその解決を目指し、他者と協働しながら新たな価値を生み出していくことが求め

られる。

学校の場においては、子供たち一人一人の可能性を伸ばし、新しい時代に求め

られる資質・能力を確実に育成していくことや、そのために求められる学校の在り

方を不断に探究する文化を形成していくことが、より一層重要になる。



育成すべき資質・能力 三つの柱

繰り返し
体験する中で
身につけた技能
見つけ出した

知識

自分から
「知っている」
「やりたい！」と
言える。
主体性が

発揮できる生活

自分を大事にするように
友達も大事にする
知ること・学ぶこと
挑戦することを楽しむ

豊かな生活



４ 「センス・オブ・ワ

ンダー」より

見つけ出した知識のこと



子どもたちに過ごしてほしい時間・体験について
『センス・オブ・ワンダー』レイチェル・カーソンより

子どもたちの世界は、いつも生き生き
として新鮮で美しく、驚きと感激にみち
あふれています。

残念なことに、わたしたちの多くは大
人になるまえに、澄みきった洞察力や、
美しいもの、畏敬すべきものへの直観
力をにぶらせ、あるときはまったく失って
しまいます。



もしもわたしが、すべての子どもの成長を見守る善良な妖精に話

しかける力をもっているとしたら、世界中の子どもに、生涯消えるこ

とのない「センス・オブ・ワンダー=神秘さや不思議さに目を見はる

感性」を授けてほしいとたのむでしょう。

この感性は、やがて大人にな

るとやってくる倦怠と幻滅、わた

したちが自然という力の源泉か

ら遠ざかること、つまらない人工

的なものに夢中になることなど

に対する、かわらぬ解毒剤にな

るのです。



妖精の力にたよらないで、生まれつきそなわっている子ども

の「センス・オブ・ワンダー」をいつも新鮮にたもちつづけるた

めには、わたしたちが住んでいる世界のよろこび、感激、神秘

を子どもといっしょに再発見し、感動を分かち合ってくれる大

人が、すくなくともひとり、そばにいる必要があります。

多くの親たちは、熱心で繊細な子どもの好奇心にふれるた

びに、さまざまな生きものたちが住む複雑な自然界について

自分がなにも知らないことに気がつき、しばしば、どうしてよい

かわからなくなります。

そして「自分の子どもに自然のことを教えるなんて、どうした

らできるというのでしょう。わたしは、そこにいる鳥の名前すら

知らないのに！」と嘆きの声をあげるのです。



わたしは、子どもにとっても、どのようにして子どもを教育すべ

きか頭をなやませている親にとっても、「知る」ことは「感じる」こと

の半分も重要ではないと固く信じています。

子どもたちがであう事実の
ひとつひとつが、やがて知

識や知恵を生み出す種子だ

としたら、さまざまな情緒や
ゆたかな感受性は、この種

子をはぐくむ肥沃な土壌で

す。幼い子ども時代は、この
土壌を耕すときです。



美しいものを美しいと感じる感覚、

新しいものや未知なものにふれた

ときの感激、思いやり、憐れみ、賛

嘆や愛情などのさまざまな形の感

情がひとたびよびさまされると、次

はその対象となるものについて、

もっとよく知りたいと思うようになりま

す。そのようにして見つけだした知

識は、しっかりと身につきます。



５ 保育の中で

大切に思い続けて

いること

幼児期の教育の役割

幼児期は、周囲の大人からの愛情ある関わりの中
で「守られている」という安心感に支えられ、自
発的な活動としての遊びを通じて生涯にわたる人
格形成の基礎を築いていく時期である。

幼児教育は、教育・保育施設をはじめ、家庭、地
域等、様々な場で行われるものであり幼児の心身
の調和のとれた発達を促すことが重要である。

教育・保育施設における幼児教育は「環境を通し
て行う」ことが基本であり、幼児が自ら積極的に、
人やもの、自然現象などの環境に関わり、体験を
重ねることで、生きる力の基礎がはぐくまれるよ
う、計画的に環境を構成することが大切である。



子どもは「自ら」育つ

子どもは、生まれたその時
から、主体的な存在。
誕生のその時に「産声をあ
げる」ように。

子どもの傍にいて、子ども
は「自ら」育つ、というこ
とを繰り返し実感している。



見て触れて、遊んで感じる！

子どもは感じている。
遠くでさえずる鳥の声。
風の音。
カーテンが揺れるそのリズム。
光のきらめき。

子どもは感じている。
手を伸ばし、触れて、遊んで。



子どもは「探究」する

「あれは何？」
「どうなっているの？」
小さな「？」が、子どもの心を
揺さぶって、様々な取り組みに
つながっていく。

ゆっくり取り組める時間と場所
と仲間がいれば、探究は深まっ
ていく。



子どもは没頭する

勢いよく回るコマに見入る。
じっと見ている。
そっと指を近づける。

床に耳をつければ、
コマが回る音がする。

繰り返し 繰り返し
引き込まれるようにして
時間が過ぎていく。



子どもは「今」を生きている

「たんぽぽゼリーを作りたい」
一人の子の願いがみんなの願い
になって始まったゼリー作り。
たくさんのたんぽぽを集めて
グツグツにていたら
「あ、たんぽぽ色になった！」

一人の夢がみんなの夢になって
実現した瞬間！



６ 情報をいくつか

➢ 耳をすまして目をこらす〜いろとりどりの子ども
のきもち〜 宮里暁美著 赤ちゃんとママ社

➢ 「今、この子は何を感じている？」０歳児の育ち
を支える視点 宮里暁美編著 ひかりのくに

➢ ふしぎはっけん!たんきゅうブック かがく編・
アート編 宮里暁美監修 文理

➢ 園外・まち保育が最高に面白くなる本
宮里暁美著 風鳴社

➢ お茶の水女子大学こども園の春・夏・秋・冬 子
どもも大人もワクワクする保育の提案

宮里暁美監修 小学館

➢ 「やりたい」を引き出す！ 宮里先生の子どもが
伸びる育児のレシピ 宮里暁美著 講談社




	スライド 1: 幼児期からの学びの 架け橋を  小学校教育へつなげよう  
	スライド 2
	スライド 3:    1　幼保小の架け橋 プログラムについて    
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10:    ２　「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」についてについて   
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: ★　考えたことを 自分の言葉で話す時間
	スライド 15: ★　こうしたらこうなった！を見つける生活
	スライド 16: 書きたい私・書きたい思い
	スライド 17: ドッジボールをめぐる やり取り
	スライド 18
	スライド 19:    ３　新しい時代と 　　社会に開かれた 　　教育課程   
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24:    ４　「センス・オブ・ワンダー」より  見つけ出した知識のこと   
	スライド 25: 　　　　子どもたちに過ごしてほしい時間・体験について 　　　　　『センス・オブ・ワンダー』レイチェル・カーソンより
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30:    ５　保育の中で 　　大切に思い続けて 　　いること    
	スライド 31: 子どもは「自ら」育つ
	スライド 32: 見て触れて、遊んで感じる！
	スライド 33: 子どもは「探究」する
	スライド 34: 子どもは没頭する
	スライド 35: 子どもは「今」を生きている
	スライド 36:    ６　情報をいくつか    
	スライド 37

